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					どんな家具を置こうか考えている方に読んで欲しい！木製家具の雑学について詳しく解説
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					おしゃれな家具は木材を使用した木製製品が一般的です。セルロース素材であるだけにシロアリをはじめとした害虫被害に遭遇する可能性も0ではありません。最近では海外からの輸入木製家具を購入して配置してから、数年以上経過して外国種の害虫に中身を食われてボロボロになってしまったという事例も報告されています。有機溶剤の使用を嫌って輸入すると、日本国内で害虫が羽化繁殖し被害を次第に拡大していくリスクに懸念が深まっています。
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					木製家具のよさは軽いのにとても丈夫であるということ

					インテリアに木製家具を取り入れると、部屋に温かみや自然な雰囲気が生まれます。見た目だけでなく、機能性や耐久性にも優れて軽いのにとても頑丈であるという点にあります。
一般的に金属やプラスチックなどの素材に比べて軽量です。そのため、移動や配置がしやすく取り回しが便利で薄くスライスした木のシートを合板やベニヤなどに張り付けた板や、一本の原木から切り出した無垢材などさまざまな種類があり板は重量が軽く品質が安定しており、無垢材は樹種ごとに異なる木目や風合いが美しくそれぞれに特徴があります。
軽いだけでなく、とても丈夫でもあります。木は弾力性があり衝撃や曲げに強い素材です。特にチークやアカシアなどは耐久性が高く、腐りにくいという特徴を持ちます。また、時間の経過とともに色合いや質感が変化していきますが、これは経年変化といわれ、木製家具の魅力のひとつです。経年変化は樹種によってさまざまですが、多くは色が濃くなっていく印象を与えます。

					

					木材には湿気は大敵！木製家具を置こうと思ったら風通しのよい部屋に置こう

					木製家具は、自然な風合いや温かみがありインテリアにもぴったりです。しかし、湿気は大敵で湿気が多いと木材が水分を吸収して膨張したりカビが発生したりする可能性があります。カビは見た目だけでなく、健康にも悪影響を及ぼすので、予防と対策が必要です。
風通しのよい部屋に置くことが大切です。窓を開けて換気をしたり、扇風機やサーキュレーターで空気を循環させたりして家具の扉や引き出しを時々開けて風を通したりすることが大事です。
お手入れも忘れずに行います。普段は乾拭きでホコリを落とし、汚れた場合は中性洗剤で拭き取ってください。オイルフィニッシュ仕上げの家具は、1?2年に一度オイルをすり込んで艶を保ちましょう。傷がついてしまった場合は、サンドペーパーで削ってオイルをすり込むか、市販の補修材で目立たなくすることができます。
もしカビが生えてしまった場合は、絞ったタオルなどでカビを取り除きエタノールで消毒して乾燥させましょう。ただし、エタノールは天然木や自然塗料の家具には使えない場合があるので、購入店やメーカーに確認してください。

					

					木製家具は唯一無二でデザインが同じでも作り手を変えるとまったく違う趣になる

					木製家具はその温かみと独特の風合いによって、多くの人々の心を捉えてきました。しかし、興味深いことに同じデザインのものでも、作り手を変えるとまったく異なる趣を持つことがあります。これは木材の性質や作り手の技術、そして彼らが作り込む個性や経験によるものです。
作り手の技術や経験は、木製家具に独自の特徴をもたらします。熟練した職人は木材の特性を理解し、最適な加工方法を選びます。彼らは木材を削り、磨き上げ、組み立てる際に独自の手法を駆使し、美しい仕上がりを実現します。作り手の技術が高ければ高いほどディテールや仕上げの品質が向上し、独自性が際立つのです。
さらに、作り手の個性や感性も完成品の趣を大きく左右します。彼らはデザインに独自のアイデアやアクセントを加えることで、同じデザインでも一味違った作品を生み出します。一人の作り手は自分の感性や美学に基づいて、家具に独自の魂を吹き込むのです。
また、木材自体も作り手によって異なる印象を与えます。材料の木目や色目などは、作り手が選ぶことで個性的な特徴を引き出すことができます。同じデザインでも、異なる木材を使うことで、家具の雰囲気や風合いが大きく変わるのです。

					

					木製家具には風化に負けない耐久性がある

					木製家具はその風合いや温かみ、そして耐久性から人気があります。木は自然の素材であり適切なメンテナンスが行われれば長く美しい状態を保つことができます。

木材の種類や加工方法、保護対策によって左右されますので、一般的に堅い木材や適切な加工が施された家具は、傷や変形に強く長期間にわたって使い続けることができるのです。

風化に負けない耐久性があると言われてます。風化とは時間の経過によって木材が変色したり、表面に細かなひび割れが生じることを指しますが、木は自然素材であり適切なメンテナンスを行うことで風化を防ぐことができます。

定期的なクリーニングや湿度管理が重要で、ホコリや汚れを定期的に取り除き、乾燥や湿気から適切に保護することが必要で、専用のクリーナーや保護剤を使用することで木材の美しさを保つことができるのです。

丁寧な扱いと適切なケアが求められますが、他の素材にはない魅力となってます。木製家具を選ぶ際には、メンテナンス方法についても考慮し、長く愛用できる家具を選ぶことが大切です。

                    
                    

					木製でもアレルギーの心配をしなくて済む家具がある？

					木製の家具を自宅に搬入したときに鼻炎などのアレルギーが起きる理由は、防カビ剤などの添加物が使用されているからです。木製でもアレルギーの心配をしなくて済む家具を選ぶ際には、必ず何も使用されていない無垢材がお勧めになります。無垢材は防カビ剤などの添加物を使わずに、木材を切ってそのまま家具にした技法です。何もせずに加工して作っているので、はがれた添加物を吸引することで起きるアレルギーを気にせずに使用することができます。そもそも木材にはフィトンチッドと呼ばれる防カビ機能があるため、利用者は家具の表面にカビのもとになるほこりがついていたら定期的に掃除をするだけで長持ちさせることが可能です。そして生の木材をそのまま生かしているので、時代が進むにつれてアンティークに早変わりをします。ただし実際に購入するうえでもう一つ注意してほしいのが、使用する材質は必ずスギやヒノキといった素材を使うことです。使われる素材の中にはカバそしてウルシも含まれますが、これらはアレルギーの原因になるので避けたほうが無難といえます。

					

					木製家具は部屋に置くだけで健康になる？

					何となく部屋全体が暗いイメージで窮屈感を感じている場合には、病んでいる時にその場にいるとどんどん気分が落ち込んで鬱のような状態になってしまうこともあるので十分に注意が必要になります。また、木製家具を設置するだけで気分が晴れやかになって健康な状態を保てるようになると言われていることは知っているでしょうか。なぜ木製家具にそのような効果が認められているのかと言うと、普通の一般的な家具よりも熱容量の小ささが大きく関係しているようです。素材が天然の木になるので、汚れた空気を浄化させてクリーンな環境を作り出してくれることはもちろん、熱を溜め込まないので暑さを感じにくくなる点も非常に魅力的と言えます。視覚的にも穏やかな気持ちになれて開放的な気分にすることもできるので、これから質の高い家具を購入しようと検討している場合には、ぜひ木を活かした商品を積極的に見つけ出してみてはいかがでしょうか。そして、いつでも正常な心を保てるようにしてみてください。

					

					家具に傷が付いた場合木製なら修復しやすい？

					木製家具は傷が付いた場合に比較的修復しやすい素材です。以下のポイントを考慮しながら、木の家具の傷の手直しについて解説します。木の家具の傷は浅いキズや凹み、スクラッチなど様々な種類があります。まずは傷の種類を正確に判断し、適切な修復方法を選びましょう。まずは傷の深さを確認しましょう。浅いスクラッチや小さな凹みなら、クレヨンを使って手直しすることができます。木の調度品は通常、オイルやワックスやラッカーなどの仕上げ材料で保護されています。傷が表面にある場合は同じ材料を使用して修復することで、仕上げの均一性を保ちながら修復できます。傷の修復には、市販の傷修復キットが役立ちます。これには木目を再現するペーストや補修用の色付きワックス、研磨材などが含まれています。適切なキットを選び、指示に従って手直しを行いましょう。深い傷や複雑な手直しが必要な場合は、専門家に相談することをおすすめします。修理のプロは経験豊富で、正確な修復を行うことができます。木の調度品の傷は素材の特性や方法によって異なるため、手直し前に注意が必要です。素材や仕上げの特性を理解し、適切な方法を選ぶことが大切です。適切なケアと修復を行うことで、木製家具を長く美しく保つことができます。

					

					木製家具で開けにくくてかたくなったと感じたら乾燥させよう

					木製家具が開けにくく、かたくなったと感じたら無理に開けようとせず、まずは乾燥させるのが正解ではないでしょうか。天然素材の木は、プラスチックや金属と比べて水分を吸着しやすく、湿度が高い場所などでは木の膨張で寸法が変化します。木製家具の引き出し部分にこの木の膨張が発生すると、隙間がなくなり開けにくくなります。ピッタリハマってしまっている状態ですから、強引に力任せに開けようとすると壊れます。すぐに開ける必要があるときは焦ってしまいますが、一度冷静になって乾燥させることをおすすめします。乾燥して水分が蒸発すれば、膨張した寸法は元に戻り開けられるようになります。元に戻るのを待つ方法もありますが、家具を置いてある部屋を暖めて、乾燥を促進するのも良い方法です。家具のみ乾かそうとすると時間がかかるので、ストーブを置いて部屋全体を暖めた方が効率的です。季節的にストーブを使うのが難しい場合は、部屋を締め切って除湿機をかけるのが効果的ではないでしょうか。

					

					木製家具にカビが生えた時には次亜塩素酸ナトリウムを薄めて引き取ってみる

					木製家具はフィトンチッドと呼ばれる油性分の香料をまとうことで、防虫と防カビ効果を発揮しています。しかしカビについては、しっかりと拭き掃除をしていても残念ながら長雨など環境に左右されることで発生してしまう可能性が高いです。もし家具にカビがついてしまった場合、放置するとそのまま浸透して木材を腐らせてしまうだけでなく危険な胞子を部屋にまき散らすことで健康被害を起こす可能性があります。そのため家具の周辺を見ていて、黒いシミなどを確認したときにはすぐに対処することが望ましいです。ただ注意してほしいのが、塩素系漂白剤は使ってはダメです。漂白剤はカビ取り剤として最も使われる液体ですが、この漂白剤を使ってしまうと木材の組織を壊してしまい劣化を速めてしまいます。漂白剤を使わずにカビに対処するためには、薬局もしくは家具の専門店で販売されている次亜塩素酸ナトリウムを薄めて使うことです。次亜塩素酸ナトリウムには漂白剤ほどの素材にダメージを負わせずに、カビに浸透してはがしてくれるのできれいになります。次亜塩素酸ナトリウムを薄めて使う場合には、しっかりと喚起し使用後はふき取ることが重要です。
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							筆者プロフィール

							岡山県岡山市出身。
趣味のDIYから独学での勉強を経て、リフォーム会社社員に転職。このサイトではおしゃれにリフォームしたお部屋におすすめの、木製家具について詳しく解説します。
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					福岡 家具に関する情報サイト

					わかるインテリア情報

				

				
					このサイトではどのような家具を部屋に配置するべきか悩んでいる方を読者層に想定して、木材を利用したアイテムの基礎知識や役に立つ情報などについて色々なコンテンツを通じて御紹介しています。木製素材のアイテムを配置するときには、ゆがみがでないように水平位置に置くのが大事です。汚れが付着していると洗剤によっては色落ちするなどのリスクが否定できません。安全に掃除するなら中性洗剤を適宜希釈して使用するのがポイントです。
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